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（1）生活科の教育目標やねらいについて理解している** 8 46 12 6 0 
（2）生活科の特質について理解している** 11 45 11 5 0 
（3）自分と「身近な人々，社会」とのかかわりとは，ど
のようなことかがわかる，** 
9 44 17 2 0 
（4）学校の施設や学校生活を支える人々を具体的に把握
するための学習活動を作ることができる n.s 
12 25 30 5 0 
（5）家庭生活を支えている家族を具体的に把握するため
の学習活動を作ることができる* 
12 34 25 1 0 
（6）地域の人々や場所を具体的に把握するための学習活
動を作ることができる n.s 
7 34 30 1 0 
（7）公共物や公共施設を具体的に把握するための学習活
動を作ることができる n.s 
13 28 28 3 0 
（8）自分と「身近な人々や社会」に，直接かかわるため
の学習活動を工夫することができる* 
8 37 23 3 1 
（9）学校や家庭，地域と連携した指導計画を作成するこ
とができる n.s 
10 30 23 8 1 
（10）季節の変化によって身の周りの自然の様子が変わる
ことについて，（あなた自身が）気付く** 
26 35 9 1 1 
（11）季節の変化によって自分たち生活の様子が変わるこ
とについて，（あなた自身が）気付く** 
30 38 4 0 0 
（12）学校や地域の自然の様子に気付くための学習活動を
作ることができる** 
15 33 18 6 0 
（13）身近な自然や物を利用したおもちゃなどを工夫する
学習活動を作ることができる n.s 
13 29 24 6 0 
（14）動物を飼う学習活動を作ることができる n.s 8 20 25 8 1 
（15）植物を育てる学習活動を作ることができる** 18 35 13 5 1 
（16）児童らが気付いたことを伝え合う学習活動を作るこ
とができる** 
14 37 17 4 0 
（17）自分自身の成長を振り返る学習活動を作ることがで
きる** 
13 36 20 3 0 
（18）「生活」と「社会科」の学びの類似点，相違点を説
明することができる n.s 
7 28 26 10 1 
（19）「生活」と「理科」の学びの類似点，相違点を説明
することができる** 
8 40 17 7 0 
（20）「生活」と「家庭」の学びの類似点，相違点を説明
することができる n.s 
8 27 27 10 0 
（21）個人の生活や家族に関わる内容を扱う際の配慮事項
を理解している** 
15 35 18 4 0 
（22）他教科との系統性を考えた指導計画を作成すること
ができる+ 
7 37 21 7 0 
（23）就学前教育や幼児教育との連続性を意識した授業を
立案することができる n.s 
5 37 22 8 0 
（24）小学校中学年以降の教科の学びとの連続性を意識し
た授業を立案することができる n.s 




**p<.01, * p<.05, +.05<p<.10, n.s.p>.10, N=72.
－428－
に有意差は見られなかった（n.s.）。こうした点を
改善するための工夫の必要性が指摘できる。
生活科は子どもの生活現実を中心にすえることが
教科理念としてあげられる。よって教員は多様化す
る家族形態や生活、制度上の課題を押さえた上での
授業内容の編成がもとめられる。本講義においても
この点を重視していることが、項目21の配慮事項
への理解度が高い結果に表れたといえる（p	<.01）。
また生活科は就学前と学びとの連続性や中学年以
降の学びの連続性、他教科との系統性を踏まえた学
習指導が求められるが、関連項目（23,24）につい
ては肯定的回答と否定的回答に有意差は見られな
かった（n.s.）。さらに、生活科と他教科との類似点・
相違点を説明すること（項目18,20）についても同
様に有意差は見られていない（n.s.）ことから、こ
れらの内容を本講義に位置づけていく必要がある。
3．おわりに
先行研究において明らかにされた、学習内容に関
して印象・記憶として残りやすい内容（植物栽培及
び地域での探索活動）については、受講生らが理解
したり学習活動を計画したりすることについても肯
定的に捉えられているという特徴が示唆される。今
後の「生活科教育法」の講義内容や指導方法を改善
するための手立てとしては、本研究で実施した質問
紙調査で改善が求められた項目に関する内容につい
て、より印象に残るような活動を導入したり、担当
教員間の連携を強化してより多角的な指導を重ねた
りすることなどが考えられる。
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